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　　　　　ありのままの姿で
生きたいんだ。生きていきたいんだ。

僕たち
私たちは

いのち輝け
子ども･若もの・障害のある人に寄り添って

青木　道忠 著

【あおき みちただ】大阪発達支援センターぽ
ぽろ所長、子ども・若もの支援ネットワーク
おおさか理事長、全国障害者問題研究会 大
阪支部顧問、総合社会福祉研究所理事、他。
発達相談員、大学非常勤講師。
現在、本誌に「相談室の窓から─障害者の
真の自立をもとめて」好評連載中。

　四十年余りにわたり、子ども・若もの
の発達保障の実践にとりくんでこられた、
青木道忠さんの実践書が発刊の運びとな
りました。
　愛情あふれ、科学的探究を貫く実践と
理論が、「人権保障」の現場で悩み・奮
闘されている方々をはじめ多くの皆様の力
となることを期待しています。
はじめに 黒田　孝彦
刊行にあたって 青木　道忠
第１章　相談室の窓から
第２章　若者ＮＯＷ
第３章　発達障害のある大学生への支援
あとがき 山本　敏貢
写真＆ことば集「23.7」 境　　結衣

A5判 160 頁 定価 1,800 円＋税（送料別）





かがやき神戸の愉快な
クラウンたち



　「出演メンバーに選ばれたい！」と、仲間と
切磋琢磨して、日々練習を積み重ね、今日の
舞台を迎えました。笑顔、輝いていますか？



　クラウン・サン「プロの方の演技が見られて参考になりました」
　クラウン・ぶっちょ「みんなが喜んでくれて良かった」
　クラウン・ワイド「おもしろかったよ。また出演がんばろう！」
　クラウン・よっちゃん「もっといろいろな挑戦をしていきたい」
　クラウン・ゆっち「楽しかった。お母さん、お父さんにずっと見てほしい」
　クラウン・ライダー「（王様役が）むずかしかったぁ。クラウン頑張る」
　かがやき神戸がクラウン活動を始めたのは2006年６月。障害者福祉の啓発・理解を広める
のが目的でした。「クラウンって、ピエロの？」と最初は職員や家族が戸惑いました。しかし
仲間は生き生きと参加し、本当に楽しそうでした。その姿に職員、家族の意識が変化しました。
何より、講師の白井博之先生の愉快で楽しいご指導にすっかり魅せられて今に至っています。



　仕事への意欲が出てきた人、自分に自信が出てきた人、仲間との人間関係がスムーズになり
だした人など、クラウン効果は想像以上に大きかったです。今、障害者総合支援法の下で障害
者支援事業所は施策に振り回され、日々の運営に悪戦苦闘し、先が見えない混沌とした状況に
あります。しかし、かがやき神戸はクラウン活動からエネルギーをもらい、これからも前向き
に進んでいきます。� （写真　下野祇園、文　池山美代子）
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重
い
障
害
を
持
つ
人
た
ち
が
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
の
あ
か
し
と
し
て
、
共
同
作
業
所
づ
く
り
の

運
動
、
み
ん
な
で
つ
く
り
だ
し
た
社
会
福
祉
法
人
は
、
障
害
者
・
家
族
の
心
の
支
え
と
し
て
の
役

割
を
担
い
な
が
ら
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
「
日
割
り
制
度

の
導
入
」「
会
計
基
準
の
見
直
し
」
等
々
は
、
戦
後
築
い
て
き
た
社
会
福
祉
事
業
の
非
営
利
性
の

否
定
、
社
会
福
祉
法
人
そ
の
も
の
の
存
続
を
も
否
定
す
る
動
き
へ
と
連
動
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

い
ま
、
政
府
は
「
社
会
福
祉
法
人
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
冒
頭
で

「
平
成
一
二
年
の
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
か
ら
一
〇
年
が
経
過
、
措
置
か
ら
契
約
へ
の
転
換
、

福
祉
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
複
雑
化
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
株
式
会
社
な
ど
の
参
入
な
ど
、
社
会
福
祉
法
人
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
。
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
の
報
告
書
で
、
社
会
福
祉
法
人

の
大
規
模
化
、
複
数
法
人
に
よ
る
連
携
、
経
営
の
高
度
化
、
透
明
性
の
確
保
や
非
課
税
扱
い
に
ふ

さ
わ
し
い
地
域
貢
献
な
ど
を
期
待
。
生
活
保
護
法
の
改
正
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
早
期
成

立
、
そ
の
手
前
の
段
階
に
あ
る
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
な
ど
新
し
い
福
祉
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
」
等
、
社
会
福
祉
法
人
に
対
す
る
新
た
な
課
題
と
役
割
を
示
唆
（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二

八
日
、
社
会
・
援
護
局
長
挨
拶
）
し
、
二
〇
一
四
年
五
月
を
め
ど
に
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
高
齢
分
野
の
介
護
保
険
制
度
の
導
入
に
始
ま
り
、
障
害
者

総
合
支
援
法
の
実
施
、
新
た
に
「
保
育
制
度
の
見
直
し
」
等
々
、「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」

を
推
進
す
る
立
場
で
、「
自
助
、
互
助
、
共
助
」
を
前
提
に
し
た
社
会
福
祉
の
市
場
化
、
産
業
化

を
強
行
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
市
場
化
の
流
れ
は
、「
権
利
と
し
て
の
福
祉
」
か
ら
「
買
う
福
祉
」
へ
と
社
会
保
障

社会福祉事業の健全な発展をめざして
多様な事業体の中から選ぶ力を育てよう
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なかうち　よししげ
1939年、徳島生まれ。1957年、大阪の製薬会社に就職。次男
に知的障害（自閉系・行動障害）があり、障害者運動に携わ
る。1974年、堺心身障害児（者）を守る会（こだまぼっこの
会）会長。1986年、せんぼく障害者作業所施設長。1996年、
社会福祉法人コスモス理事長。2010年７月、社会福祉法人コ
スモス会長。現在、障害者（児）を守る全大阪連絡協議会（障
連協）代表幹事、障害者の生活と権利を守る全国連絡協議会

（障全協）会長。

を
変
質
さ
せ
、
障
害
者
・
家
族
の
意
識
を
も
大
き
く
変
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

憲
法
の
理
念
に
基
づ
く
社
会
福
祉
事
業
の
非
営
利
性
を
堅
持
す
る
課
題
、
そ
の
な
か
で
社
会
福

祉
法
人
の
果
た
す
べ
き
役
割
、
等
々
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
社

会
福
祉
事
業
の
あ
る
べ
き
姿
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
長
年
築
き
上
げ
て
き
た
理
念
を
共
有

す
る
連
帯
の
輪
を
大
き
く
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
、
い
ま
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
族
の
負
担
軽
減
な
ど
耳
に
心
地
よ
い
言
葉
で
勧
誘
す
る
営
利
事
業
所
な
ど
、
多
様
な

事
業
体
が
増
加
し
、
社
会
福
祉
事
業
の
本
来
の
課
題
で
あ
る
「
発
達
保
障
」
や
「
権
利
と
し
て
の

福
祉
」
を
曖あ

い
ま
い昧

に
し
、
利
用
者
の
選
択
を
混
乱
さ
せ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、
障
全
協
運
動
の
組
織
改
善
の
一
環
と
し
て
設
立
し
た
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
障
害
者
セ
ン
タ
ー
」
の
事
業
と
し
て
「
社
会
福
祉
事
業
の
あ
り
方
検
討
会
」
が
発

足
し
ま
し
た
。
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に
、
健
全
な
社
会
福
祉
を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
利

用
者
・
家
族
が
、
多
様
な
事
業
形
態
の
中
か
ら
健
全
な
事
業
体
を
見
極
め
る
力
を
つ
け
る
運
動
で

も
あ
り
ま
す
。

「
障
全
協
」
は
、
す
べ
て
の
人
が
共
に
暮
ら
せ
る
社
会
、
そ
の
原
点
で
あ
る
権
利
と
し
て
の
社

会
保
障
制
度
拡
充
の
た
め
に
、
事
業
と
運
動
を
両
輪
の
課
題
と
し
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
組
織
の

基
本
的
課
題
と
し
て
活
動
し
て
き
た
五
〇
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
活
動
の
継
続
・
発
展
と

親
の
高
齢
化
等
、「
暮
ら
し
の
場
づ
く
り
」
を
共
同
の
課
題
と
し
て
関
係
者
の
幅
広
い
連
帯
を
切

に
希
望
す
る
も
の
で
す
。
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国
民
の
生
活
保
護
を
切
り
捨
て
、
国
家
の
秘
密
保
護
を
成
立
さ
せ
た
自
公
安
倍
政
権
。
社
会
福
祉
を
旨
と
す
る
者
は
断
じ
て
許
さ

な
い
。
社
会
福
祉
を
国
家
へ
の
服
従
の
道
具
に
化
し
、
市
場
化
を
絡
め
て
邁ま

い
し
ん進

す
る
薄
氷
の
政
権
に
日
本
の
未
来
を
託
す
わ
け
に
は

い
か
な
い
。

憲
法
に
基
づ
く
社
会
福
祉
の
視
点
、
社
会
福
祉
実
践
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
急
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
が
あ
た
か
も

高
齢
福
祉
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
す
り
替
え
、
高
齢
福
祉
を
担
う
は
ず
の
法
人
や
事
業
さ
え
も
、
制
度
政
策
の
枠
内
や
規
制
に
閉
じ

こ
も
り
、
福
祉
実
践
を
担
う
職
員
に
、
儲
か
ら
な
い
仕
事
を
規
制
し
、
支
払
い
能
力
と
制
度
枠
内
の
サ
ー
ビ
ス
に
抑
制
す
る
。
憲
法

二
五
条
等
を
保
障
す
べ
き
、権
利
と
し
て
の
地
域
住
民
の
生
活
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
社
会
福
祉
が
現
場
か
ら
影
を
ひ
そ
め
る
。
そ
れ
は
、

児
童
福
祉
に
も
持
ち
込
ま
れ
て
き
た
。
介
護
査
定
と
い
う
仕
組
み
を
保
育
査
定
と
し
て
導
入
し
、
権
利
と
し
て
の
保
育
が
商
品
に
置

き
換
え
ら
れ
、
売
買
に
参
加
で
き
な
い
親
を
、
そ
し
て
子
を
そ
の
仕
組
み
か
ら
排
除
す
る
。
市
場
化
の
持
ち
込
み
は
、
国
民
の
社
会

福
祉
要
求
を
、
地
域
で
人
と
し
て
生
き
る
要
求
や
権
利
を
奪
い
去
り
、
制
度
政
策
が
国
家
の
国
民
支
配
の
道
具
に
変
質
す
る
。
他
産

業
に
比
べ
て
格
段
に
低
い
福
祉
労
働
者
の
賃
金
、
厳
し
い
労
働
条
件
や
労
働
環
境
を
放
置
し
続
け
、
そ
こ
に
、
商
品
の
売
買
関
係
を

持
ち
込
む
契
約
制
度
で
、
利
用
者
と
提
供
者
と
い
う
よ
う
な
関
係
の
分
断
を
持
ち
込
ん
で
き
た
。
福
祉
産
業
に
参
入
す
る
企
業
の
資

本
構
成
は
、
金
融
や
フ
ァ
ン
ド
が
目
立
つ
。
他
産
業
と
同
じ
よ
う
に
、
配
当
や
投
機
の
対
象
と
し
て
福
祉
産
業
に
利
益
追
求
の
存
在

と
し
て
介
入
す
る
。
そ
れ
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
正
体
で
は
な
い
か
。

と
こ
ろ
が
、
全
国
各
地
の
多
く
の
社
会
福
祉
現
場
で
続
く
地
域
に
根
づ
い
た
福
祉
実
践
は
、
規
制
や
抑
制
枠
か
ら
で
は
な
く
、
や

は
り
、
地
域
住
民
の
要
求
に
応
え
よ
う
と
す
る
社
会
福
祉
実
践
と
し
て
生
き
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
住
民
と
の
根
強
い
信
頼

今
と
明
日
の
社
会
福
祉
を
つ
な
ぐ

特 集


